
津久井やまゆり園 利用者の生活 

 

あのおぞましい事件から、早くも 4 年が経とうとしている。 

そこで、利用者の方々が、どのような暮らしをしていたのかを見直してみたいと思う。 

 

写真は、昨年（2019）の 12 月に、神奈川県の黒岩知事

が息子に会いにきた時のもの。これより前、12 月の初め

に、知事は「津久井やまゆり園」の運営団体である「かな

がわ共同会」の指定管理を見直す旨の発言をしている。 

この訪問の 2 日後だったか、知事は「津久井やまゆり園 

芹が谷園舎」に説明のため足を運んでいる。 

次頁の手紙は、昨年の 12 月に黒岩知事から届いた手紙。

恐らく事件後「津久井やまゆり園」に在籍していた方全員

の保護者、後見人に送られたのだと思う。 

12 月に知事が息子のところへ来たのは、ただ会いに来た

というわけではない。彼は謝罪をしに来たのだ。息子に関

しては、明らかな拘束や虐待の記録がある訳でも無い。で

は、知事は何を謝罪したのか。 

それは、息子が「津久井やまゆり園」で受けていた、けっ

して十分とは言えない支援に対してであり、まともな生活

ができていなかった事に対してである。 

つまり、知事は「津久井やまゆり園」がどのような支援を

していたのかを知っていたということだ。 

 

■利用者支援検証委員会 

知事の指定管理者見直しの発言に「かながわ共同会」は猛反

発したわけだが、そこで「津久井やまゆり園利用者支援検証

委員会」を立ち上げることとなった。 
同じ時期に「津久井やまゆり園事件」の裁判がはじまり、当

初はその裁判が進行中の 2 月末に、検証委員会の中間報告

が出るはずだった。 

しかし、コロナ騒ぎもあって遅れ、かたや裁判は僅か 16 回

ほどの公判で終わってしまい、3 月の半ばには予想通りの死

刑判決が出て、しかも被告が上告しないということで、死刑

が確定してしまった。 

その後 2 ヶ月以上が過ぎて、ようやく検証委員会の中間報

告が出たのは 5 月になってからだった。 

しかしながら、その内容は私にとっては非常に物足りないも

のだった。 

報告では主に、虐待、身体拘束、居室施錠、ヒヤリハットな



どに言及があるのだが、私が一番重要だと思う所の、利用者の日常生活、普段どのような支援を受

け、どのような暮らしをしているのかという部分に対する検証が抜け落ちていたからだ。 

彼らが毎日受けている支援のあり方、そこに何か問題があって、結果として拘束や虐待が起きてく

るのだろう。そこをしっかりと検証して欲しいと思った。 

本当は 3 月には検証委員会に意見書を送ろうと思っていたのだが、事情があったのと、もう一度

息子の「津久井やまゆり園」での生活を精査していたこともあり、中間報告が出た後でようやく送

ることができた。 

ところが、驚いたことに私が意見書を送ったとたんに「検証委員会」は中止するという発表があっ

た。 

 

■範囲を広げ過ぎて、「津久井やまゆり園」のことが曖昧になるのでは？ 

検証委員会が中止になったのは、まさか私の意見書のせいではないとは思ったが、県の「福祉こど

もみらい局」へ抗議しようと考えていた矢先に、毎日新聞の上東麻子さんの記事や、ピープルファ

ーストはじめ多くの人たちからの反対の声が上がり、委員会は部会という形になって、「津久井や

まゆり園」だけではなく、全ての県立の障害者施設を検証するということで、存続することに落ち

着いたようだ。 

それはそれでいいのだが、範囲を広げ過ぎて、「津久井やまゆり園」のことが曖昧になるのではな

いかということが懸念される。 

 

■黒岩知事からのから謝罪の手紙 

次ページの写真は、昨年の 12 月に黒岩知事からきた手紙。恐らく事件後「津久井やまゆり園」に

在籍していた方全員の保護者、後見人に送られたのだと思う。 

ところで 12 月に知事が息子のところへ来たのは、ただ会いに来たというわけではない。彼は謝罪

をしに来たのだ。息子に関しては、明らかな拘束や虐待の記録がある訳でも無い。では知事は何を

謝罪したのか。 

それは、息子が「津久井やまゆり園」受けていた、けっして十分とは言えない支援に対してであり、

まともな生活ができていなかった事に対してである。つまり、知事は「津久井やまゆり園」がどの

ような支援をしていたのかを知っていたということだ。 

 

恐らく、黒岩知事は何らかの機会に「津久井やまゆり園」の支援の実態を精査したのだろう。そう

でなければ、単に園の説明を聴いたくらいでは、そこに暮らす利用者の状況など、まず分かりよう

が無いからだ。 

実際、私のように利用者の親であり、割と頻繁に園に通っていた方（1 週間に 1 度ほど）だとし

ても、その生活の実態は殆ど分からないものだと言える。 

あのおぞましい事件から、早くも 4 年が経とうとしている。そして今、「津久井やまゆり園」の

「支援検証委員会」の中間報告が出たのを機に、もう一度そこで利用者の方々が、どのような暮ら

しをしていたのかを見直してみたいと思う。 

前にも一度事件後のことを書いたのだが、何やかや忙しかったりで途中で途切れてしまった。 

今回は、検証委員会に送った意見書に沿って、話を進めてみたい。 

 



 



■息子（平野和己）の経歴 

最初に私の息子が「津久井やまゆり園」に入所してから退所し、現在に至るまでの経緯を記してお

きたい。 

 

弘済学園に在籍中、2013 年から 2014 年にかけて「津久井やまゆり園、すばるホーム」でショ

ートステイ利用を何回か繰り返す。 

 

2014 年 6 月に「弘済学園」を卒園し、「津久井やまゆり園」へ入園（すばるホーム）。（榎本

ホーム長） 

 

2016 年 7 月 26 日、「津久井やまゆり園事件」 

 

事件後体育館で生活 

 

8 月 9 日、「三浦しらとり園」へ移動 

 

10 月 15 日、「三浦しらとり園」から家へ引き取る 

 

10 月 24 日、「津久井やまゆり園」へ預ける 

 

10 月 27 日、「津久井やまゆり園」へ復帰、

しばらく体育館で寝起き 

 

11 月、「みのりホーム」へ 

 

2017年4月「津久井やまゆり園芹が谷園舎」

へ移動 

 

1018 年 5 月 31 日「津久井やまゆり園」を

退園 

 

同日、同愛会まちなと事業所、グループホーム

「ななほしてんとう」へ入居 

 

2018 年 10 月、同愛会「てらん広場」へ移動 

 

現在月曜〜金曜は主に同愛会の事業所「リプラ

ス」で発泡スチロールの処理の仕事をしている。 

 



■生活介護とは名ばかりで。。 

 

息子の個人記録（原本） 日中活動とあるのが、園内にある作業棟に行っている時。 

 



ご存知の方も多いとは思うが、入所施設での支援は 2 本立てになっている。夜間と土日をみる「施

設入所支援」と月曜から金曜までの昼間をみる「生活介護」である。普通施設では、月〜金の朝

9:00 くらいから 15：30 くらいまで、生活している場所から別の所にある作業所などに通い、

障害の程度に合わせて様々な作業や機能訓練などをやるのが一般的だ。 

 

「津久井やまゆり園」の入園時の説明でも、‪月曜日から金曜日‪の日中の午前・午後は作業棟で日中

活動（生活介護）を行い、ただ土日は職員も少なく外へ出るのは難しいかも（交代で 2〜3 週 に

1 回くらいドライブに行く程度）ということだった。‪‪‪‪‪‪ 

 

ところが、半年ほどしてホーム長との会話の中から分かったことは、日中活動は毎日行っている訳

ではないということだった。全 8 ホームからその日に参加できそうな人を選んで、作業へ行って

もらうのだそうだ。これを園では「ピックアップ」と呼んでいて、普通に行われているという事だ

った。 

どのくらいの頻度で作業棟へ行っているのかと聞くと、週に 2〜3 日だという。どうにかならない

のかと尋ねると、何とかしたいが予算がなく、人手もない（山奥なので人が集まらない）という説

明だった。 

 

前ページの写真は、退所する少し前に園から取り寄せた在園期間の個人記録の原本から入所して 1

ヶ月後の 2014 年の 7 月のもの。そして次ページはそれを分かりやすく私がまとめたもの。 

これについては、改めて詳しく説明するが、これを見ると週に 2、3 日どころではなく、殆ど日中

活動をやっていなかった事が分かる。 

これは園全体で上にも書いたとおり「ピックアップ」という呼称までつけて行っていたことで、う

ちの息子だけではないということだ。 



 

 

■息子の個人記録から 

同じ入所した年（2014 年）の 10 月初めの記録原本と、10 月及び 11 月をまとめたもの。 

無しというのは文字通り何も無く、ホーム（20 人程が生活する）から 1 歩も出ないという事である。 

 



これを見ると、やはり殆ど日中活動に行っていないのが分かる。行ったとしても 1〜1.5 時間程度、

しかも車に乗っているだけのドライブというのが多く、行動障害を改善するようなプログラムは皆

無だ。 

個人記録原本（2014 年 10 月の前半） 

 



 

10 月１２日に、町民運動会のボール運びに参加とあるが、時間にして 1 時間足らず、これが地域

との交流と言われるものの一つなのだが、在籍していた 4 年間でこの 1 回だけである。 

11 月の初めに 1 泊旅行とあるが、年に一度 2、3 人ずつ連れて行ってもらっていた。体の状態な

どもあって、全員が行ける訳では無いようだったが、結構職員も張り切って連れて行っていたよう

だし、これは息子も楽しんでいたようだ。 

 

2014 年 10 月の個人記録を分かりやすくまとめたもの 

 



 

 同じく 2014 年 11 月の個人記録のまとめ。無し（ホームに居るだけ）の多さが目に付く 

 



また、ガイヘルで外出というのがあるが、職員に時間とその気があれば、行きたそうな利用者を食

事などに連れ出してくれる、園独自の取り組みなのだが、ほぼ職員のボランティアであり、一部の

利用者が出かけられただけのようだ。息子はたまたま他の利用者が一緒に行きたいと言ってくれた

のと、目をかけてくれていた職員がいたお陰で、年に 4、5 回行っていたようだ。（全く行けない

人の方が多かっただろう）ちなみに、1 回のガイヘルにつき、後援会から職員に確か 2 千円が支

給されることになっていたと思う。 

 

土日は生活介護が無く、職員も少ないのでドライブくらいしかできないと聞いていたので、なるべ

く連れ出しに行っていたが、それ以外の日も、ほとんどホームに閉じ込められていた状態だったと

言える。 

 

 

■支援費と「代理受領書」 

さて、昨日アップした 2014 年の 10 月の支援費を見てみよう。次ページのものは「代理受領書」

(代理受領額通知書)といわれるもので、施設なり事業所なりが、利用者に代わり自立支援給付費を

受け取ったという通知である。 

前に書いたように、入所施設では給付費が 2 本建てになっていて、「施設入所支援」(緑色で囲ん

だもの)と「生活介護」(赤色で囲んだもの)に分かれている。 

これらは担当市町村(利用者が 18 歳になる前日に住民であった市町村)から給付されるのだが、そ

の半分を国が、4 分の 1 を県が負担することになっている。（それ以外に食事、光熱費は利用者

が負担するがそれにも補助があり、一番下の欄「特定障害者特別給付費」とあるのがそれで、右の

58,417 円から 12,028 円を引いた額を支払う） 

見ると分かるように、10 月のサービス利用日数 23 日とあって、「かながわ共同会」はその利用

料 30 万円余りを全額受領している。 

前に掲げた息子の個人記録を見ると、この 10 月に日中活動に行っているのは僅か 13 日であり、

それも午前か午後だけが多く、それぞれ 1 時間半としても 30 時間にも満たない。それ以外はホ

ームに居るだけで、多少職員が相手もするだろうが、ほぼ何もしないに等しいだろう。最も、日中

活動に行ったとしても、1 時間ほどのドライブや散歩等々、時間潰しのようなことばかりで、とて

も充実した生活をしていたとは思えない。 

園の言い分だと、例えホームに居たとしても、それも生活介護なのだそうだ。それでこの額？と思

うがどうだろうか。 

一方、日中活動をもっと増やして欲しいと言うと、予算が無くて出来ないということも言われた。

そのくせ「かながわ共同会」は毎年 2 億近くの利益を出し、総資産は 40 億とか言われている。 

こういう実態は、息子の個人記録を目にして初めて知ったことで、当時は園の説明通り十分とは言

えないまでも、まあまあ楽しく過ごしているのだろうと思っていた。しかし当人は辛かったのだろ

う。部屋で排尿したり、物を壊したり投げたりと、記録を見るとかなり抵抗していたようだ。本当

にかわいそうなことをしてしまったと思う。 

 

 

 

 



 

 



■「すばるホーム」日常生活自体が虐待である、とさえ言えるのでは？ 

 

息子の暮らしていた「すばるホーム」の中の様子。おもちゃがわりに持たせていた携帯電話に撮さ

れていたもの。（元の映像の日付は 2016 年 4 月 17 日（日）、事件の 3 ヶ月ほど前である。こ

の日 14：30 から両親と動物園へ出かけているので、時刻はその前 14:00 くらいだろう） 

入口から食堂方面に移動している。昼食の介助も終わり、入浴まで少し時間があるので、3 人いる

職員もやや寛いでいる様子が窺える。 

 

 

 

記録によると前日の土曜日はホームから全く出ていない。この日も日曜日なので日中活動は無く、

午前中ドライブに行ったとあるが、ホームの全員では無いだろう。 

いずれにしても、この決して広いとはいえない空間に 20 人ほどが生活し、1 週間に 3、4 回、1

時間から 1 時間半程度しか外へ出られない。親、保護者が来なければ、土、日も全く出ることが

かなわない。そういった生活を、長い人で 50 年以上も続けていることになる。 

また、改めて言及するが、この「すばるホーム」の真下、「みのりホーム」では日中活動以外、利

用者を外に出さないということだった。 

もはや日常生活自体が虐待である、とさえ言えるのではないだろうか。 

 

 

  



 

すばるホームの間取。 

他の７ホームもほぼ同じ。 

 



 ■事件があった 2016 年 7 月の記録 

 

事件のあった 7 月 26 日が載っている息子の個人記録と、6 月、7 月の記録をまとめたもの。そ

して 6 月の代理受領書。 

 



入所して 1 年くらい経ってから聞くと、日中活動にほぼ毎日行っているようなことを言われたの

だが、記録を見ると行っても午前だけとかだし、驚くのはドライブの多さだ。 

ドライブと言っても、車に乗って 1 時間から 1 時間半ほど近隣を回るだけで、殆ど降りないそう

だ。よその施設の人に話したら「それ、監禁ドライブって言うんですよ」と教えてくれた。 

行動障害のある方でも、車に乗っている間は大人しいということも多いようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ



のような支援は、決してうちの息子に対してだけではなかったのだろう。事件で亡くなられた方々

も、同じような支援を受けていた人が多かったのではないだろうか。 

少なくとも、あの方達がどういった支援を受けていたのかは明らかにしてほしい。楽しく暮らして

いたとか、穏やかに過ごしていたとか、憶測で言うのはやめたほうがいいだろう。 

 



 

 



■「鍵の中で」～植松 聖の見たもの 

 

植松聖が「津久井やまゆり園」に就職して最初に勤務していたのは、東棟の1階にある「つばさホ

ーム」だ。そして退職する時にいたのが、2階の一番東側の「のぞみホーム」。 

 

「のぞみホーム」は隣の「ゆめホーム」と共に植松が侵入しなかったため犠牲者は出なかった。そ

こでは比較的軽度の方々が暮らし、それに比して「つばさホーム」は高齢の方も多く、重度の方が

多かったようだ。介護も苦労があっただろう。 

50 周年記念誌に掲載の写真 

 



 

 

植松が拘置中に記した「鍵の中で」という文章が「開けられたパンドラの箱／創編集部」に載って

いるが、あれは恐らく主に「つばさホーム」での光景が基になっているのではないかと思われる。 

のぞみホーム。比較的軽度の方が多いようだ。 

 



植松も入職した当初は、介護の

仕事にある種の希望を抱いてい

たのであろうことは、彼の残し

た言動からも推測できる。 

また、彼の実家は園から5、6百

メートルの所にある。幼い頃か

ら、園外を散歩する利用者達を

頻繁に見かけていたことは、想

像に難くない。ホームから出て

園の外を行く利用者達は、解放

された喜びでにこやかに楽しげ

な様子であることが多い。 

ところが園の中では、行動障害

で暴れたり、大声を出す者もいるだろうし、老齢や病気がちで外に出られない者、或いは拘束や施

錠をされている者もいたようだ。そして職員の対応の様子。それらは植松の予想を大きく裏切るも

のだったかもしれない。 

彼の優生思想と言われるもの、

それは彼が持ち込んだものでは

なくて、現場の中で植え付けられたもの、或いは元々彼の中にあった小さな芽が、園の中で培養さ

れていったのだとも言えるのではないだろうか。 

だとすれば、園の責任は決して小さくは無いだろうし、同様に我々保護者の責任も免れるものでは

ないように思われる。 

 

 

 

■虐待防止の取組みに関心示さなかった保護者会の会長、役員 

事件が起きた前の年、息子が入所してから1年余りが過ぎた時に、家族会（みどり会）の評議員を

やることになった。これは、それぞれ20人ほどの利用者が生活する8つあるホームから各1名ずつ

選出されるのだが、評議員は年に8回ある家族会の日の午前中に開かれる評議員会に出席する。参

加するのは、共同会からは理事長、常務理事、園長、支援部長、総務部長他が出席、家族会からは

会長、副会長2名、書記、会計、そして8名の評議員など。 

そこでその日の家族会（全体会）での報告事項などが伝えられ、また問題点などあれば協議するこ

とになっている。 

その最初の会議またはお2回目だったかに、当時の小林均園長に「津久井やまゆり園」での虐待防

止の取組みについて保護者会で説明してくれるようにお願いした。 

それは、実は息子がここに入る前にいた児童施設で虐待を受けたこと、そこはかなりオープンな施

設ではあったものの、それでも他にも虐待があったし、虐待と疑われる案件も多々あったことなど

からだ。施設というものは、そもそも虐待の温床になりやすいものだと考えていた上、たまたまそ

の年の6月に、下関の施設で虐待があったこともあり、保護者の多くが関心を持ち、心配している

のではないかと思ったからだ。 

そして2ヶ月後の11月の保護者会で、園から「虐待防止の取組み」についての説明があった。内

「つばさホーム」の写真の一部。車いすの方が目立つ。 

 



容はまあ予想通りというか、おざなりなものであったが、驚いたのは先の評議員会でもそうだった

のだが、保護者会の会長、役員をはじめ、皆さんがほとんど関心を示さなかったことだ。よく言え

ば保護者の方々は、園を全面的に信頼しているのだと言えるかもしれない。しかし悪くとれば、利

用者の待遇などどうでもいいと思っているようにも思えた。 

翻ってみれば、あの時もう少し突っ込んでいれば、或いはもうちょっと議論を促していれば、もし

かしたらあの事件を防ぐ幾ばくかの力になっていたかもしれない 

。 

画像は保護者会で園から配られたパンフレットの抜粋。 

 

 


